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▶写真で見る
　士幌町

し ほ ろ
誰もが関わりたくなる農村ユートピア
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YouTube
▶動画で見る
　士幌町

LINE
▶士幌町からの
　大切なお知らせ

TikTok
▶若手で
　盛り上げる
　士幌町

橋本杏さん！全国大会出場!!橋本杏さん！全国大会出場!!
詳細についてはｐ11をご覧ください。



基本目標 基本目標 ５５『働く場があり、活力やにぎわいが感じられるまち』『働く場があり、活力やにぎわいが感じられるまち』
主な取組について

基本目標 基本目標 ６６『持続可能なまちづくりに向けて、みんなで考え、行動するまち』『持続可能なまちづくりに向けて、みんなで考え、行動するまち』
主な取組について

基本目標 基本目標 ４４『安全に住み続けられる生活環境があるまち』『安全に住み続けられる生活環境があるまち』
主な取組について

◦�これまでの生産性の高い士幌型農業に加えて、農業・農村の多面的機能を
発揮しながら、「消費者と食・農とのつながりの深化」「担い手の育成・確保
（しほろ農業塾の展開）」「次世代スマート農業の推進」「持続可能な農業とゼ
ロカーボンの推進」などの取組みを農業振興対策本部（審議会・執行部会）
が中心となって推進
◦�農村ユートピアに向けての先人の思いや歩みをしっかりと継承すべく、次
の時代にチャレンジし続ける農業担い手人材を育む場として「しほろ農業塾」
の推進
◦�農業基盤整備事業の推進のほか多面的機能支払交付金事業（全町９地区）を
継続
◦�小規模企業振興基本条例に基づく基本計画を商工会と連携で策定し、地域
経済の持続的な発展及び町民生活の向上を目指す
◦�更なる「関係人口」の拡大を目指す
◦�定住雇用促進賃貸住宅建設助成事業及びマイホーム建設支援事業に加え、
定住スタート応援事業及び奨学金返還支援事業の積極的なPRを図り移住・
定住を推進

◦�庁内組織と連動して、町民会議や地方創生推進会議など、町民や関係機関・
学識経験者にも広く参画をいただきながら町政を推進
◦�広報しほろ・役場だよりでの月１回の発信、春と秋の町づくり懇談会、ユ
ートピアメールに加え「しほろみらいトーク」と多様な SNSの積極的な活
用
◦�マイナンバーカード、公式LINEによる各種証明書の申請や「書かない窓口」
などデジタル技術を活用した公的サービスの効率化等を積極的に推進
◦�時代のニーズをしっかり見極めながら、より計画的かつ効率的な財政運営
に留意
◦�ふるさと納税の寄附実績の着実な増加を図るだけでなく、士幌町の魅力を
発信するツールとしても活用し、更なる地域好循環を目指す。
◦�第８期行政改革推進大綱の着実な実施により、健全な財政運営に一層留意
をする

全文はこちら→
（町HP）　

◦�地域交通の再編（スクールバス昼便の廃止）により新たに「予約型乗合
交通（愛称：ぽてたく）」の実証運行を本年10月より開始し、町内全域
での生活の足を確保
◦�危機管理監（地域防災マネージャー）を中心に地域防災計画に基づき、
防災備蓄品の整備をはじめ自主防災組織率の向上と活動支援による地
域と連携した防災訓練・防災対策の強化
◦�地球温暖化に伴う猛暑対策として、公共施設への冷房設備の整備を年
次的に実施
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令和８年度　町政執行方針
　５月13日に開会した第３回臨時町議会において、髙木康弘町長が町政執行
方針を述べました。
　令和８年度は、髙木町長の２期目の任期の初年度にあたり、「チームしほろ“農
村ユートピア”２世紀へ・2nd ステージ」をテーマに、昨年度策定した第７期
町づくり総合計画、第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進とあわせ、
第８期行政改革推進大綱を踏まえ、効率的かつ計画的な行財政運営に留意し
つつ、地域の人・産業・資源を活かした「活力のある町」と、町民誰もが安心・
安全、生きがいを実感できる「真に豊かな農村しほろ」を目指していきます。
　令和８年度の主な取組について第7期町づくり総合計画の基本目標に沿っ
てお知らせします。

基本目標 基本目標 １１『こどもの笑顔が広がり、みんなで学びやスポーツを楽しめるまち』『こどもの笑顔が広がり、みんなで学びやスポーツを楽しめるまち』
主な取組について

基本目標 基本目標 ２２『心身の健康づくりと支え合いで、安心して暮らせるまち』『心身の健康づくりと支え合いで、安心して暮らせるまち』
主な取組について

基本目標 基本目標 ３３『豊かな自然を守り、持続可能な環境へと育てるまち』『豊かな自然を守り、持続可能な環境へと育てるまち』
主な取組について

◦�国の「こども未来戦略・加速化プラン」、「士幌町こども計画（令和７～11年度）」
に基づいた、こども・子育て政策の強化
◦�全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を行う「こども家庭
センター」の充実
◦�「認定こども園」、「こども発達相談センター」において、子どもたちが主体的
に遊びや学びに取り組めるよう、安全で快適な幼児教育・保育環境を提供す
ると共に、子どもの発達に関する相談や療育支援の充実
◦�無痛分娩を含む50万円を超える出産費用の助成
◦�第一子からの保育料完全無償化
◦�学童保育の無償化
◦�高等学校等生徒通学費等の一部助成
◦�小中学校の児童・生徒に対する給食費完全無償化の継続
◦�要保護児童対策地域協議会を構成する町・教育委員会・児童相談所・警察な
ど関係機関との連携強化

◦�住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができる「地域包括ケアシステム」の構築
の推進
◦�健康寿命の延伸と健康格差の縮小を基本目標に、誰もが健やかに安心して生活できるよう、ライフステージ
に応じた各種施策を推進
◦�「第９期介護保険事業計画」及び「第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画」の推進
◦�介護予防の充実による保険料の抑制、制度の安定及び町内の施設等の人材確保
◦�「ふれあい・いきいきサロン」、「共生型常設型居場所」や「たすけ愛」など、地域で支え合うシステムづくり
を積極的に推進
◦�国民健康保険病院については、保健・医療・福祉を包括する「福祉村」の中核施設としての役割を担うべく、
サービス向上と経営改善の取組みを進め、人口構造や医療ニーズの変化を踏まえた医療機能や規模を含め
た議論を行う

◦�2030年、2050年の温室効果ガス（CO2）削減目標に向け、環境省の重点対策加速化事業、北海道の住まいの
ゼロカーボン化推進事業の活用と共に、町単独補助（通称・はちどり補助金）によって町内の事業者、住民
との連携・協働により省エネ家電、太陽光発電設備、蓄電池、高効率給湯器等の導入を推進
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令和８年度　教育行政執行方針
　５月13日に開会した第３回臨時町議会において、土屋教育長が教育行政執行
方針を述べました。
　令和８年度は、学校教育においては、教育実践のテーマである「過去を見直し、
今を見極め、先を見据える教育」を基調とし、子ども一人ひとりがこれからの社
会をたくましく生き抜き、夢や課題に新たな発想で挑戦するための「生きる力」
を育むため、幼・小・中・高の異校種間の連携を強化し、「学び」と「育ち」の連続
性を確保するとともに、学校・家庭・地域が連携する「地域とともにある学校づ
くり」及び「学校を核とした地域づくり」の推進を図り、地域全体で「子どもも大
人も学び合い、育ち合う教育環境」を一体的・総合的に構築していくことに努め
てまいります。
　また、社会教育においては、すべての人々がスポーツや文化活動など多様な
活動に参加し、生きがいをもって心豊かな生活を営み、生涯にわたって学びそ
の成果が活かせる生涯学習社会を展望しつつ、教育行政を推進してまいります。
　令和８年度の重点施策については次のとおりです。（一部抜粋）

◦�

少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
、
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
の
継
続
実
施

◦�

青
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
町
づ
く
り
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
、
青
年
組
織
の
主

体
的
活
動
を
支
援

◦�

成
人
一
般
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
講
座
や
研
修
会
、
出
前
講
座
な
ど
様
々
な
学

習
機
会
の
提
供

◦�

女
性
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
女
性
ラ
イ
フ
ス
ク
ー
ル
の
開
設
、
地
区
女
性
学
級
の

支
援
に
取
り
組
む
ほ
か
、
女
性
団
体
の
活
動
を
支
援

◦�

教
育
を
考
え
る
集
い
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
提
供
を
行
い
、

家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る

◦�

高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
柏
樹
学
級
の
開
設
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
世
代
間
交
流
活
動
を
通
し
て
心
身
の
健
康
増
進
に
努
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
実
現
で
き
る
よ
う
支
援

◦�

引
き
続
き
、
文
化
団
体
へ
の
活
動
支
援
や
後
継
者
育
成
、
芸
術
鑑
賞
会
、
文
化
祭
の
開
催

◦�「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」運
動
を
推
進

◦�
初
歩
的
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解

向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
町
体
育
連
盟
各
競
技
団
体
と
連
携
を
図
り
、

各
種
競
技
大
会
を
開
催

◦�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
つ
い
て
指
導
者
の
発
掘
・
育
成
や
日
常
活
動
に
対
す
る
支
援

◦�

複
合
施
設
で
あ
る
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
・
だ
れ
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
多
く

の
町
民
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
、
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
施
設
・
設
備
の
維
持
・
管
理
に
努
め
る

◦�

公
民
館
活
動
推
進
委
員
会
へ
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
公
民
館
施
設
は
各
地
区
の
活
動
拠
点
で
あ
る
と
と

も
に
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設･

設
備
の
適
切
な
維
持
・
管
理
を
行
う

◦�

し
た
し
み
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
町
民
の
読
書
要
求
と
学
習
意
欲
に
応
え
ら
れ
る

資
料
を
収
集
・
提
供
す
る
と
と
も
に
、
広
く
町
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
小
学
校
と
連
携
し
た

巡
回
図
書
や
読
み
聞
か
せ
等
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
育
成
を
図
り
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
・
充
実
を
図
る

◦�

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
も
、
施
設
延
命
化
の
た
め
、
適
切
に
維
持
・
管
理
を
行
う

全文はこちら→
（町HP）　

【士幌町文化祭】 【柏樹学級活動の様子】
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◦�
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
各
種
検
査
結
果
を
分
析
し
、
学
校
間
で
情

報
を
交
流
・
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
内
全
体
の
学
力
の
向
上
を
目
指
す

◦�「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」の
一
体
的
な
充
実
に
よ
る「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
引
き
続
き
積
極
的
・

組
織
的
に
推
進

◦�

小
学
校
第
２
学
年
、
第
３
学
年
、
第
５
学
年
、
中
学
校
第
３
学
年
に
お
い
て

町
費
負
担
臨
時
教
諭
を
配
置
す
る
こ
と
で
少
人
数
学
級
を
編
制
し
、個
に
応

じ
た
指
導
の
充
実
を
推
進

◦�

小
学
校「
外
国
語
・
外
国
語
活
動
」の
専
科
指
導
、
３
名
体
制
の
外
国
語
指
導

助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）派
遣
の
継
続

◦�

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
要
所
に
配
置
し
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
能
力

や
可
能
性
を
伸
長
す
る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
に
努
め
る

◦�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
活
用

◦�

長
期
休
業
中
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、基
礎
基
本
の
定
着
や
主
体
的
に
学

習
に
臨
む
態
度
の
育
成
。北
大
生
に
よ
る「
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
」の
充
実
、継
続

◦�

教
職
員
の
資
質
能
力
向
上
や
、
服
務
規
律
の
徹
底
に
向
け
た
校
内
研
修
の
充

実
◦�「
考
え
、議
論
す
る
道
徳
」の
授
業
実
践
、道
徳
教
育
の
充
実
と
指
導
体
制
の
整
備

◦�

教
職
員
の
い
じ
め
の
積
極
的
認
知
と
情
報
共
有
を
進
め
る
組
織
体
制
を
整
備

し
て
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に
取
り
組
む
学
校
づ
く
り
を
支
援

◦�

不
登
校
対
策
と
し
て
専
門
員
・
支
援
員
の
配
置
を
継
続
し
、
関
係
機
関
と
も

連
携
を
図
る
な
ど
不
登
校
に
対
す
る
支
援
の
充
実

◦�

小
学
校
に
町
採
用
の
体
育
専
科
教
員
の
配
置
を
継
続
し
て
、
体
育
の
授
業
改

善
及
び
日
常
活
動
を
通
し
た
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
支
援

◦�

新
体
力
テ
ス
ト
の
全
学
年
・
全
種
目
実
施
、
一
校
一
実
践
に
よ
る
体
力
向
上

の
取
組
の
推
進

◦�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
・
部
活
動
を
積
極
的
に
支
援

◦�

部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
地
域
展
開
の

実
現
を
目
指
し
、
準
備
会
で
協
議
を
継
続
推
進

◦�

通
学
時
の
安
全
対
策
を
含
め
て
、
実
践
的
な
防
災
・
防
犯
教
育
を
推
進

◦�

自
然
災
害
へ
の
対
応
等
を
想
定
し
た「
一
日
防
災
学
校
」の
取
組
を
推
進

◦�

地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
な
ど
を
利
用
し
た
食
品
加
工
体
験
を
通

し
て
、
地
域
の
産
業
や
食
に
関
し
て
学
ぶ
、
食
農
体
験
学
習「
大
地
く

ん
と
学
ぼ
う
」の
継
続

◦�

農
畜
産
物
加
工
研
修
施
設「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」の
有
効
活
用
や
学
習
内

容
の
充
実
を
図
る
な
ど
継
続
し
て
実
施

◦�

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
事
業
実
施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
、本
事
業
の
目
的
達
成
に
努
め
る

◦�

食
の
安
全
確
保
と
内
容
の
充
実
、「
ふ
る
さ
と
給
食
月
間
」の
設
定
、
士
幌
町
肉
牛
振
興
会
や

士
幌
高
等
学
校
の
協
力
の
下
、
地
産
地
消
の
推
進

◦�

農
業
及
び
農
業
関
連
産
業
の
担
い
手
育
成
を
め
ざ
し
、
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
実
践
を

経
営
方
針
と
し
て
学
校
経
営
を
展
開

◦�

本
校
の
特
色
あ
る
活
動
や
教
育
の
成
果
、
そ
し
て
、
学
校
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
本
校
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
て
、
入
学
希
望
者
の
増

加
に
繋
げ
る

◦�「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）」の
充
実
を
図
り
、
地
域
住
民
及
び

保
護
者
の
学
校
運
営
へ
の
一
層
の
参
画
の
促
進
、
学
校
と
地
域
の
一
体

化
を
推
進

◦�「
士
幌
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
活
用

◦�「
士
幌
町
幼・小・中・高
連
携
教
育
」に
つ
い
て
過
去
３
年
間
の
取
組
の

成
果
と
課
題
の
検
証
、
連
携
の
質
や
量
の
充
実
、
環
境
づ
く
り
の
推
進

◦�「
士
幌
町
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」の
見
直
し
な
ど
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
取
組
や「
働
き
や
す
さ
」と「
働
き
が
い
」を
両
立
さ
せ
た
学
校

運
営
体
制
の
充
実
、
環
境
整
備
の
推
進

【北大生による学習サポート塾】 【しほろ牛を使ったふるさと給食】
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令和８年度目玉　事業を紹令和８年度目玉　事業を紹介介!!!!

古くなった公営住宅の建替事業です。住みやすい住宅を整備します。（若葉団地）
� （予算額１億2,300万円）
�  建設課建築住宅係（役場庁舎１階　直通５－５２１６）担当

防災資機材の充実を図るとともに、各避難所に備蓄倉庫の整備を進めていきます。
� （予算額7,790万円）
�  総務課総務防災係（役場庁舎２階　直通５－５２１１）担当

新たな防災気象情報の追加等の内容の更新に加え、英語版とベトナム語版の防災ガイドブックを発
行します。� （予算額569万円）
�  総務課総務防災係（役場庁舎２階　直通５－５２１１）担当

士幌町全域を対象とし、予約に応じて運行する「士幌町乗合交通」の実証運行を10月から行います。
� （予算額5,021万円）
�  地域戦略課まちづくり推進係（役場庁舎２階　直通５－５２１２）担当

個人・事業者を対象に、太陽光発電等の再生可能エネルギー及び省エネルギー設備の導入補助を行
います。� （予算額6,509万円）
�  地域戦略課ゼロカーボン推進係 （役場庁舎２階　直通５－５２１２）担当

議場の音響設備の改修及びリアルタイム・アーカイブによる議会のオンライン配信を実施します。
� （予算額4,532万円）
�  議会事務局（役場庁舎３階　直通５－５２１８）担当

特別養護老人ホームのエアコンを改修します。（予算額4,300万円）
�  特別養護老人ホーム（特別養護老人ホーム　直通５－２４１６）担当

高齢者世帯や福祉施設に対してエアコンの購入および設置費用を一部助成します。（予算額150万円）
�  保健福祉課地域福祉係（福祉センター　直通５－２００６）担当

色々変わります！～その他新規事業～

公営住宅整備事業

地域防災緊急整備事業

防災ガイドブック更新事業

地域交通再編事業

ゼロカーボン推進に係る補助事業

士幌町議会デジタル化事業

特別養護老人ホームエアコン改修事業

高齢者等熱中症対策助成事業
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令和８年度目玉　事業を紹令和８年度目玉　事業を紹介介!!!!
　士幌町の令和８年度予算は、一般会計と４特別会計３事業会計を合わせた総額で137億7,124万円８千円（対
前年度比11.7％減）となりました。
　今回は、令和８年度に実施する町の事業のうち、令和８年度第３回臨時議会で議決した政策予算を中心に、
今年度行う目玉事業を紹介します。※詳細については町HP等をご確認ください。（情報は随時発信されます。）

妊娠中の歯科健診にかかる費用を助成します。（予算額21万円）
�  保健福祉課健康推進係（福祉センター　直通５－２１０８）担当

町内に定住する就業者の奨学金返還を一部助成します。（予算額200万円）
�  地域戦略課まちづくり推進係（役場庁舎２階　直通５－５２１２）担当

分娩費用及び分娩にかかる費用の一部を助成します。（予算額150万円）
�  保健福祉課子ども家庭係（福祉センター　直通５－２１０８）担当

看護師、介護福祉士等の奨学金返還を一部助成します。（予算額48万円）
�  保健福祉課子ども家庭係（福祉センター　直通５－２１０８）担当

出産時および小学校入学時の祝金を贈呈します。（予算額785万円）
�  保健福祉課子ども家庭係（福祉センター　直通５－２１０８）担当

新築住宅の建設・購入または、中古住宅を購入される方を対象にその費用を一部助成します。
� （予算額1,000万円）
�  建設課建築住宅係（役場庁舎１階　直通５－５２１６）担当

通学費や下宿費等の負担軽減として年額10万円を補助します。
（通学費助成制度等のある高等学校在校生を除く）� （予算額1,290万円）
�  教育課学校教育係（総合研修センター　直通５－４７３２）担当

医療用ウイッグ・胸部補正具購入による費用の一部を助成します。（予算額36万円）
�  保健福祉課健康推進係（福祉センター　直通５－２１０８）担当

新たに補助します！～新規補助事業～

今年度も補助します！～継続補助事業～

妊婦歯科健診事業

奨学金返還支援助成事業

出産費用助成事業

看護職員等奨学金返還支援助成事業

子ども未来応援祝金事業

マイホーム建設支援事業

高等学校等生徒通学費等補助金

士幌町がん患者アピアランスケア支援事業

名称が変わり、内容拡充しました！
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４
月
９
日
か
ら
23
日
ま
で
の
期
間
、

各
地
区
10
会
場
で「
春
季
町
づ
く
り
懇

談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
主
な
も
の
を
要
約
し
て
紹
介

し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

（
複
数
地
区
か
ら
意
見
・
要
望
あ
り
）

問　
電
気
牧
柵
の
設
置
の
助
成
が

あ
っ
た
が
、
鹿
の
侵
入
等
を
考

え
る
と
、
も
っ
と
長
い
も
の
が
必
要
な

の
で
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
近

年
カ
ラ
ス
の
被
害
、
糞
害
が
と
て
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
数
を
減
ら
す

た
め
に
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

答　
鹿
柵
以
外
の
対
策
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
鹿
ソ
ニ
ッ
ク
も
対
象

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
カ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
，
捕
獲
羽

数
も
減
っ
て
き
て
お
り
、
罠
に
か
か
り

づ
ら
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
他
市
町
村
の
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
今
年
度
の
士
幌
町
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
の
中
で
有
効
と
思

春季春季
町
づ
く
り
懇
談
会
の
意
見・要
望

町
づ
く
り
懇
談
会
の
意
見・要
望

わ
れ
る
対
策
に
つ
い
て
、
提
案
し
て
い

き
た
い
。

フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て

問　
フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

答　
今
年
度
、
共
有
ス
ペ
ー
ス（
食

堂
）に
設
置
す
る
。。

町
づ
く
り
懇
談
会
の
在
り
方
に

つ
い
て

（
複
数
地
区
か
ら
意
見
・
要
望
あ
り
）

問　
町
づ
く
り
懇
談
会
の
参
加
者

が
地
区
に
よ
っ
て
は
非
常
に
少

な
い
状
況
。
見
直
し
た
方
が
い
い
の
で
は
、

答　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
で
意

見
を
貰
い
、
町
長
が
回
答
す
る

と
い
う
こ
と
も
試
験
的
に
行
う
こ
と
を

内
部
で
検
討
し
て
い
る
。
今
後
回
数
や

時
期
、
方
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地

区
の
行
政
推
進
委
員
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。

旧
北
中
音
更
小
前
の
交
差
点
に

つ
い
て

（
複
数
地
区
か
ら
意
見
・
要
望
あ
り
）

問　
旧
北
中
音
更
小
学
校
付
近
の

交
差
点
で
、
観
光
客
や
外
国
人

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
信
号

機
の
設
置
や
そ
の
他
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
ほ
し
い
。

答　
道
の
公
安
委
員
会
に
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
引
き
続

き
精
力
的
に
要
請
し
て
い
く
。
そ
の
他

対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察
や
該
当
地
区

の
方
々
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

空
家
の
害
虫
対
策
に
つ
い
て

問　
空
家
等
に
ハ
チ
な
ど
の
害
虫

が
住
み
着
く
危
険
性
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
定
期
的
に
外
観
を
目
視
し

た
り
し
て
危
険
回
避
を
し
て
ほ
し
い
。

答　
昨
年
の
町
づ
く
り
懇
談
会
で

も
意
見
を
も
ら
い
、
空
家
の
持

ち
主
に
、
ハ
チ
に
つ
い
て
追
記
し
た
文

書
を
送
付
し
た
。
ま
た
、
毎
年
９
～
10

月
ご
ろ
に
対
象
の
家
を
建
設
課
の
一
級

建
築
士
と
見
回
っ
て
、
状
態
を
把
握
し

な
が
ら
、
適
正
に
管
理
し
て
ほ
し
い
旨

を
持
ち
主
に
通
知
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
補
助
に

つ
い
て

問　
昨
年
度
行
わ
れ
た
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
補
助
に
つ
い
て
今
年
度

も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

答　
昨
年
度
は
冷
蔵
庫
補
助
や
太

陽
光
・
蓄
電
池
の
補
助
な
ど
に

追
加
し
て
、
１
月
か
ら
は
従
前
の
高
効

率
給
湯
器
に
加
え
て
灯
油
・
ガ
ス
給
湯

器
な
ど
の
補
助
も
始
め
た
。
今
年
度
も

引
き
続
き
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
補
助
を
行

っ
て
い
く
の
で
、
Ｈ
Ｐ
や
役
場
だ
よ
り

を
見
て
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。
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合
同
納
骨
塚
に
つ
い
て

問　
昔
は
兄
弟
、
家
族
が
多
く
、

墓
に
複
数
人
入
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
を
管
理
す
る
と
な
る
と

お
金
も
非
常
に
か
か
る
。
墓
じ
ま
い
も

進
ん
で
い
る
の
で
、
合
同
納
骨
塚
を
士

幌
に
作
っ
て
ほ
し
い
。

答　
管
内
自
治
体
の
設
置
状
況
を

調
査
し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

ピ
ア
21
し
ほ
ろ
の
動
線
に

つ
い
て

問　
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
へ
北

側
か
ら
入
る
と
、
何
も
表
示
が

な
い
の
で
、
ト
イ
レ
の
方
に
向
か
っ
て

斜
め
に
駐
車
線
を
横
切
っ
て
進
む
車
が

多
い
。
交
通
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
、
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

答　
ト
イ
レ
付
近
ま
で
が
開
発
局

の
管
理
と
な
っ
て
い
る
。
現
地

を
確
認
し
、
管
理
者
と
相
談
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
。

ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

問　
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
冊
子
に
、
ク

ー
ポ
ン
券
を
挟
め
ば
、
町
内
で

買
い
物
す
る
人
が
増
え
る
と
思
う
。
検

討
し
て
ほ
し
い
。

答　
ご
意
見
と
し
て
は
、
承
っ
た
。

新
こ
ど
も
園
付
近
の
交
通
安
全

に
つ
い
て

（
複
数
地
区
か
ら
意
見
・
要
望
あ
り
）

問　
総
研
の
近
く
に
認
定
こ
ど
も

園
が
新
築
移
転
し
た
が
、
交
差

点
や
そ
の
付
近
で
交
通
量
増
加
に
よ
る

交
通
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
横
断
歩
道
な
ど
対
策
を
し
て

ほ
し
い
。

答　
保
護
者
や
児
童
が
な
れ
る
ま
で
、

朝
７
時
半
か
ら
登
園
が
終
わ
る

９
時
ま
で
、
園
長
が
駐
車
場
に
立
っ
て

安
全
確
認
、
注
意
を
促
し
て
い
る
。
横

断
歩
道
に
つ
い
て
は
公
安
委
員
会
に
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
状
況
。

が
ん
患
者
等
へ
の

ウ
ィ
ッ
グ
補
助
に
つ
い
て

問　
が
ん
患
者
等
へ
の
ウ
ィ
ッ
グ

補
助
が
帯
広
市
や
音
更
町
で
は

あ
る
が
、
士
幌
町
で
今
後
行
う
予
定
は

あ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

答　
今
年
度
か
ら
補
助
を
行
う
こ

と
で
決
定
し
た
。�

�
�

（
詳
細
は
p7
参
照
）

小
中
学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
に

つ
い
て

問　
京
都
で
男
の
子
が
行
方
不
明

に
な
っ
て
、
保
護
者
と
し
て
は

と
て
も
不
安
。
小
中
学
校
や
公
共
施
設

に
防
犯
カ
メ
ラ
は
つ
い
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
れ
ら
は
定
期
的
に
点
検
な
ど

し
て
い
る
の
か
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
町
内

10
ヶ
所
に
設
置
し
て
い
る
。
中

学
校
は
東
北
の
角
の
交
差
点
、
小
学
校

は
バ
ス
待
合
所
の
交
差
点
と
学
校
の
前

に
あ
る
。
昨
年
か
ら
各
学
校
の
玄
関
へ

の
配
置
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

ピ
ア
21
し
ほ
ろ
に
つ
い
て

問　
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
の
寛
一
カ
フ

ェ
が
手
狭
な
の
で
、
増
築
を
考

え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
南
側
が
芝
生
で

空
い
て
い
る
の
で
、
網
を
張
っ
て
ド
ッ

グ
ラ
ン
を
建
設
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
来
年
で
10
周
年
を
迎
え
る
と

こ
ろ
で
、
利
用
者
か
ら
手
狭
と

い
う
声
も
も
ら
っ
て
い
る
。
先
日
、
陳

列
棚
を
新
し
く
し
て
、
中
の
レ
イ
ア
ウ

ト
も
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
拡

幅
と
い
う
の
は
難
し
い
が
使
い
や
す
い

道
の
駅
と
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
指

定
管
理
者
で
あ
る
商
工
会
が
新
設
し
て

い
る
。

業
務
用
冷
凍
庫
の
廃
棄
に

つ
い
て

問　
業
務
用
冷
凍
庫
の
廃
棄
の
仕

方
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

答　
業
務
用
冷
凍
庫
に
つ
い
て
は
、

一
部
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
外
に
な
る
製
品
が
あ
る
。
町
で
は
、

一
般
廃
棄
物
処
理
と
し
て
収
集
し
て
い

な
い
が
、
搬
出
等
に
つ
い
て
、
後
日
、

役
場
だ
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
。

買
い
替
え
の
場
合
は
、
購
入
す
る
小
売

業
者
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。不
明
な
点
が

あ
れ
ば
、
町
民
課
生
活
環
境
係（
☎
⑤

５
２
３
１
）に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

↑ピア21しほろ
内装

（リニューアル後）

ピア21しほろ
↓新ドッグラン
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しほろポテト食堂が今年度も�
� 始まりました！

　今年度初の「地場産物を食べる会」（代表三浦タ
ミ子氏）による「しほろポテト食堂」が実施され、町
内に住む子どもやお年寄りにしほろ牛入りのビー
フカレーや牛乳、金時豆を使った甘納豆、アイス
クリームが配布されました。「しほろポテト食堂」は
士幌産の食材にこだわって、毎月１回地域の子ど
もやお年寄りに無償で食事を提供しています。
　実施に際して、町内の農家や団体からしほろ牛、
牛乳、アイスクリームなどが提供され、この日訪
れた62名の子どもたちは「おばさん！ありがとうご
ざいます！」と大きな声でお礼を言いながら、それ
ぞれ笑顔でお弁当を受け取りました。

Apr
18（土）

話し処
地場産物を
食べる会

みんなできれいに！遊水公園清掃

　遊水公園の清掃活動が行われ、開会式で髙木町
長は「今年度新しい認定こども園が近くに移転し、
おそらく子どもたちが使う頻度も増えると思う。
子どもたちや皆さんが気持ちよく利用できるよう
にご協力をお願いしたい」とあいさつしました。
　ボランティアの町民の方や役場職員など、子ど
もから大人まで約70名が集まり、川辺にたまった
柏の葉やごみなどを拾い集め、30分ほどかけて公
園内は見違えるほどきれいになりました。
　～ご協力いただき感謝申し上げます～

Apr
19（日）

遊水公園
士幌町民

スキー少年団結果報告

　第15回北海道ジュニアスキー技術選手権決勝大
会（３月14日～15日ぴっぷスキー場開催）、第10回
全日本ジュニアスキー技術選手権大会（３月20日
～22日長野県菅平高原スキー場開催）に出場した
士幌基礎スキー少年団の吉田えるのさん（中央中
２年）、松倉侑利さん（中央中１年）、名波令穏さ
ん（中央中１年）が、指導者の山中明裕さんととも
に教育委員会を訪れ、土屋教育長へ結果報告をし
ました。吉田さんは、全道第５位、全日本第11位、
松倉さんは全道第10位、全日本第22位、名波さん
は全道第７位、全日本第32位と優秀な成績を収め
ました。

Apr
15（水）

教育委員会
士幌基礎
スキー
少年団

サタデースクールが今年度も始動

　新学期になり始めての巡回型児童ステーション
（サタデースクール）が開催され、新一年生を含め
た児童52名が参加しました。
　この事業は町内の小学生に土曜日に学ぶ機会を
持ってもらおうと、町教委が社会福祉法人温真会
（松浪浩之理事長）に委託して毎年実施しています。
　今年度一回目は「かみねん土スライム作り」。職
員の話を聞き、子どもたちは試行錯誤しながら、
いつも触るスライムとは異なる感触のスライムが
徐々にできる様子にワクワクしつつ、楽しそうに
笑顔で「かみねん土スライム」を制作していました。

Apr
18（土）

総合研修
センター
町内小学生

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
該
当
記
事
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

（
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
と
移
動
し
ま
す
）

しほろNews
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出産お祝い金贈呈
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

　株式会社ＮＢエナジーの浅野和彦代表取締役が
来庁し、髙木町長から企業版ふるさと納税に対す
る感謝状を手渡しました。
　同社にはAnker ポータブル蓄電池 /Anker ソ
ーラーパネル各３式をご寄贈いただきました。
　浅野代表取締役は「温暖化をとめるために、こ
ういった製品を推奨している。ぜひ士幌町でも有
効活用していただければ」と話し、髙木町長は「災
害時やイベント等で活用していきたい。緊急時の
備えとして町民へも PRできれば」と話しました。

　小椋佳祐さん、秀美さんご夫妻の長女として生
まれた凜ちゃんのご誕生を祝し、髙木町長から出
産お祝い金が手渡されました。士幌町では第3子
以降が生まれた家庭へ町長が直接出産祝い金を贈
呈しています。
　お二人は「旦那の方が男兄弟で、女の子がほし
いと思っていたので嬉しい。周りの親族も喜んで
くれてよかった。上の子どもたちもすごい可愛が
ってくれている」と話していました。
～ご出産おめでとうございます～

May
７（木）

Apr
30（木）

士幌町内
町役場
応接室

小椋さん
ファミリー

株式会社
NBエナジー

Apr
25（土）

祝９周年！ピア21士幌の誕生祭Apr
28（火）

サックスで全国大会出場！

　道の駅ピア21しほろの誕生祭が、平成29年４月
にリニューアルオープンしてから９年分の感謝を
込めたイベントとして開催され、お誕生日ケーキ
の配布、お菓子まき、特別メニューなどの販売、
ハンドメイドワークショップなどが開かれ、館内
は多くの来場者で賑わいました。
　屋外テントでは、しほろ牛や北秀牛などのブラ
ンド牛や絶品メニューが集まった「牛肉うまいも
ん市」や、「おすそわけ野菜市の会」による旬の山菜
販売、士幌高校の生徒による加工品販売などが行
われ、買い求める人で長蛇の列ができました。

　全日本管楽コンクール2026（５月４日千葉県 J：
COM浦安音楽ホール）に出場する橋本杏さん（中
央中３年）が、吹奏楽部顧問の鈴木先生とともに
来庁し、髙木町長へ出場を報告しました。橋本さ
んは動画提出の予選にてサックスを演奏し、中学
生部門20名の中に見事選ばれ、全国大会への切符
を手に入れました。
　橋本さんは「練習の成果や教えてもらったこと
をすべて出し切れるように頑張る」と意気込みを
話し、髙木町長は「自分の力を最大限に発揮して
きてほしい」と話しました。
　大会の結果、橋本さんは見事、優秀賞を受賞し
ました。
　～すごいぞ！しほろっこ！～

道の駅
ピア21
しほろ
士幌町
商工会

町役場
応接室
橋本杏さん

5,595人（－38） 男2,772人（－5） 女2,823人（－33） 世帯2,767（+30）
� ※４月末現在（　）は前年比人の動き

しほろNews
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安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

に
つ
い
て

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
16
歳
以

上
の
自
転
車
運
転
者
に
も「
交
通
反
則

通
告
制
度
」が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
反
則
通
告
制
度（
青
切
符
）と
は

　
交
通
違
反
を
し
た
場
合
の
手
続
き
を

簡
略
化
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。
一

定
期
間
内
に
反
則
金
を
納
め
る
と
、
刑

事
裁
判
や
家
庭
裁
判
所
の
審
判
を
受
け

な
い
で
事
件
が
処
理
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
に
発
行
さ
れ
る
交
通
反
則
通
告
書
が

い
わ
ゆ
る「
青
切
符
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

主
な
反
則
行
為
と
そ
の
反
則
金

●�

携
帯
電
話
の
使
用
等（
保
持
）�

反
則
金
１
２
，０
０
０
円

●�

信
号
無
視
、
反
則
金
６
，０
０
０
円

●�

通
行
区
分
違
反（
車
道
の
逆
走
等
）�

反
則
金
６
，０
０
０
円

●�
指
定
場
所
一
時
不
停
止�

反
則
金
５
，０
０
０
円

●�
無
灯
火
、
反
則
金
５
，０
０
０
円

●�

イ
ヤ
ホ
ン
の
使
用
や
傘
差
し
運
転�

反
則
金
５
，０
０
０
円

●�

並
ん
で
走
行（
並
進
）�

反
則
金
３
，０
０
０
円

　
自
転
車
で
の
酒
気
帯
び
運
転
は
、
重

大
な
違
反
で
、
３
年
以
下
の
懲
役
又
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。
飲
酒
後
は

絶
対
に
運
転
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
士
幌
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
各
機

関
が
出
し
て
い
る「
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ

い
て
」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
４
月
は
前
年
同
期
と
比
較
し
て
ご
み

の
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

令和8年4月分 前年同期 増減
燃やせる
ごみ 75,070 71,220 5.41%

燃やせない
ごみ 18,820 16,890 11.43%

合計 93,890 88,110 6.56%
町民一人当たり
のごみの量 5,595 16.8 5,633 15.6

資源ごみ 47,114 47,346 –0.49%

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係
（町民課直通）☎︎⑤５２３１までお願いします。

今月のごみ指数� 単位：kg

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
端
午
の
節
句
を
前
に
、
美
濃
市
上
野
の
牧
谷
保
育
園
で
、
全
園
児
25
人
が
、
地

域
の
方
か
ら
提
供
さ
れ
た
和
紙
で
作
っ
た
美
濃
和
紙
の
こ
い
の
ぼ
り
を
上
げ
ま
し

た
。

　
園
児
た
ち
は
、
４
月
初
旬
か
ら
和
紙
を
染
め
た
り
、
絵
の
具
で
描
い
た
り
、
手

形
・
足
形
を
付
け
た
り
し
て
、
約
60
セ
ン
チ
か
ら
140
セ
ン
チ
の
こ
い
の
ぼ
り
25
匹

を
制
作
。
こ
の
日
、
こ
い
の
ぼ
り
を
く
く
り
付
け
た
ひ
も
を
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
引
っ
張
る
と
、
こ
い
の
ぼ
り
が
青
空
に
上
が
り
、
風
を
受
け
て
泳
ぎ
出
し
ま

し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
手
作
り
の
か
ぶ
と
や
こ
い
の
ぼ
り
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
写
真
撮

影
を
し
た
り
、
自
分
の
こ
い
の
ぼ
り
に
タ
ッ
チ
し
よ
う
と
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
し
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
年
長
児
は「
ピ
ン
ク
の
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
た
。
空
を
泳
い
で
い
て
楽
し
い
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

牧谷保育園の園庭に美濃和紙の
こいのぼりを上げました
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連絡先　総務課　電話５－５２１１

◯　背景と狙い
　令和８年５月29日から新たな防災気象情報の運用が開始されました。
　河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する情報等は、これまで警戒レベルとの対応が複雑で
わかりにくくなっていましたが、今回の改善により、避難情報の５段階の警戒レベルに対応し、
避難の判断をしやすくなります。例えば、これまでの大雨警報は、「レベル３大雨警報」という
名称に変更になり、レベルの数字と一緒に情報が伝えられます。レベル４やレベル３の情報が
発表された場合には、キキクルや河川の水位情報等の情報を確認して早めの避難を心がけてく
ださい。

◯　警戒レベルに応じた行動
　町から「警戒レベル４避難指示」や「警戒レベル３高齢者等避難」が発令された際には速やかに
避難行動をとってください。また、避難指示等が発令されていなくても、警戒レベル４や警戒
レベル３に相当する防災気象情報が発表された際には、キキクルや河川の水位情報等を用いて
自ら避難の判断をしてください。
　避難にあたっては、あらかじめ指定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から
少しでも離れた、近くの頑丈な建物の上層階に避難するなど、自らの判断でその時点で最善の
安全確保行動をとることが重要です。

キキクル→
(気象庁HP)　

河川の水位情報→
(国土交通省HP)　

新たな防災気象情報の運用開始
区分

↑
新たな防災
気象情報
(気象庁HP)
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特養だより

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

★特養ホームでの日常生活の一コマ★

　「私に何かできることはないかしら？」
と利用者様からお声がけいただくこと
もあり、身体状況に合わせて無理のな
い範囲で、【できること】【得意なこと】
を職員と共に取り組んでおります。利
用者様の笑顔や、達成感・充実感に満
ちた表情を拝見できることが、私たち
にとっても大きな喜びです。

　施設での日常生活の様子をご紹介いたします。
　当施設では家庭的な雰囲気の中、日常生活に必要な家事も行
っていただいています。洗濯物を畳んで棚にしまう、季節に合
わせて衣替えをする、感染対策を兼ねて身の回りを拭き掃除す
るなど、その内容は多岐にわたります。

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

新園舎でも元気に泳ぐこいのぼり
� 士幌町認定こども園　園長　渋谷　浩

　４月17日にこども園に「こいのぼり」があがりました。
　この「こいのぼり」は、旧園舎でもあがっていたもので、永く士幌の子ど
もたちを見守り続けてくれていたものです。今年、新園舎の立派な掲揚ポ
ールにあがったのです。
　「こいのぼり」の由来とな
る伝承が「鯉の滝登り」と呼
ばれるものです。それは「中
国の黄河の上流に、とても
高く流れの早い滝（龍門）が

あった。その水の流れにあらがって滝を登った鯉
は龍となり、天を舞った」という伝承です。
　「こいのぼり」は、新園舎でも子どもたちの日々
の“滝登り”を見守り、応援し続けてくれることで
しょう。 【新園舎で泳ぐこいのぼり】

↑コップを洗っていただいています。

↑毎食使うおしぼりをたたんで	
いただいている様子

↑洗濯物を干して	
いただいている様子
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家庭で食中毒を防ぐ！ ６つのポイント

　食中毒を引き起こす主な原因は「細菌」と「ウイルス」です。細菌もウイルスも目に見えない小さ
なものです。
　細　　菌
　温度や湿度などの条件が揃うと食物の中で増殖し、その食物を食べることにより食中毒を引き起こ
します。細菌が原因となる食中毒は夏場（６～８月）に多く発生します。その原因となる細菌の代表
的なものは、腸管出血大腸菌（O-157、O-111など）やカンピロバクター、サルモネラ菌です。
　ウイルス
　自ら増殖しませんが、手や食物などを通じて体内に入ると、腸管内で増殖して食中毒を引き起こし
ます。代表的なウイルスであるノロウイルスは、調理者から食品を介して感染する場合が多く、他に
二枚貝に潜んでいることもあります。特に冬にノロウイルスによる食中毒が毎年多く発生しています。
　このように、さまざまな原因物質によって、食中毒は１年中発生します！

◦消費期限を確認する　　◦肉や魚などの生鮮食品や冷凍食品は最後に買う
◦肉や魚などは汁が他の食品に付かないように分けてビニール袋に入れる①買い物

◦冷蔵の必要な食品は、持ち帰ったらすぐに冷蔵庫に入れる
◦肉や魚は、他の食品に汁がかからないようにする
◦冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は－15℃以下に保つようにする

②家庭での保存

◦清潔な容器に保存する　　◦保存して時間が経ちすぎたものは破棄
◦温め直すときは十分に加熱する
◦ちょっとでもあやしいと思ったら捨てる

⑥残った食品

◦調理前に石鹸で丁寧に手を洗う　　◦野菜などの食品は流水できれいに洗う
◦生肉や魚の汁が、生で食べるものや調理済のものにかからないようにする
◦生肉や魚を触った手や、切ったまな板や包丁は必ず洗う
　（肉・魚用と野菜用に分けるとより安全）

③下調理

◦調理前に石鹸で丁寧に手を洗う
◦肉や魚は十分に加熱する。④調　理
◦食べる前に石鹸で手を洗う　　◦清潔な食器を使う
◦作った料理は、長時間、室温に放置しない⑤食　事

＊食中毒と思ったら
　嘔吐や下痢の症状は、原因物質を排除
しようという体の防衛反応です。
　医師の判断を受けずにむやみに市販の
下痢止めなどの薬を服用しないようにし、
早めに受診しましょう。

� 病棟看護師
� 髙田　めぐみさん
　４月より勤務しております看護師の髙田と申します。
これまで特別養護老人ホームで10年間勤務してまい
りました。久しぶりの病院勤務に緊張もありますが、
経験を活かし、地域のみなさまのお役に立てるよう努
めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

食中毒の主な原因は何？
� 国民健康保険病院　栄養科

病院病院だよりだより病院病院だよりだより

新規採用職員紹介
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二次元コード　学校HP

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では

◆実習の本格的なスタート！
　１年生は「総合実習」という授業で、アグリビジネス科・フードシステム科共通で畜産、園芸、作物、
乳加工・肉加工・農産課を体験しています。生産の現場から加工の実際までを知るための実習です。
初めてのことばかりですが、真剣に取り組んでいます。

◆４月28日（金）年度始総会・プロジェクト計画発表会
　総会は、タブレットで予算や活動内容を見ながら審議を行いました。計画発表では、専攻班ごとに、
昨年の活動や地域状況を踏まえて見えた課題について、取り組むための目標や計画が紹介されました。

◆１学年　級内意見発表大会
　１学年の生徒は入学前に配布した資料を基に農業や生活についての意見をまとめ堂々と発表しました。

○前期中間考査� １～３日
○東北海道実績発表大会（当番校）� ４～５日
○花コミュニケーションとかち� 13～20日
○選択科目説明会� 10日
○防災避難訓練� 15日
○有機 JAS 年次審査� 18日
○前期公開授業� 15日～７/３
○インターンシップ（２学年）� 24～26日
○宿泊研修（１学年）� 25～26日

【６月の予定】※変更になる場合があります。

　学校農場でも多くの作物の作付けが始まりました。１学年も農業の専門的な学習が増え、実習の機会
が増えてきました。これから地域イベントもありますので士幌高校の生徒たちの活躍にご期待ください。

【農産加工　どらやき製造】 【園芸　玄関前花壇定植】
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の教

窓育

士幌町教育委員会

給
食
が
楽
し
み
！

�

新
一
年
生
給
食
ス
タ
ー
ト

　
小
学
校
に
入
学
し
た
一
年
生
の
給
食

が
、
町
内
一
斉
に
４
月
13
日（
月
）か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
中
士
幌
小
学
校
で
は
、
担

任
の
先
生
か
ら
、
給
食
の
準
備
の
仕
方

や
マ
ナ
ー
を
教
え
て
も
ら
っ
た
後
、
友

だ
ち
と
机
を
並
べ
て
初
め
て
の
給
食
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
飯
・
キ

ャ
ベ
ツ
と
昆
布
の
み
そ
汁
・
野
菜
コ
ロ

ッ
ケ
・
切
り
干
し
大
根
の
洋
風
煮
・
牛

乳
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
声
を
合

わ
せ
て「
い
た
だ
き
ま
す
」と
元
気
よ
く

挨
拶
し
て
食
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ど
の
子
も
美
味
し
そ
う
に
舌
鼓
を
打

つ
な
ど
終
始
笑
顔
で
、
残
さ
ず
に
平
ら

げ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
コ
ロ
ッ
ケ
が

お
い
し
か
っ
た
」「
カ
レ
ー
が
好
き
だ
か

ら
、
明
日
の
カ
レ
ー
も
楽
し
み
」「
も
っ

幌
町
の
魅
力
が
う
ま
く
伝
わ
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　
こ
の
他
、
新
千
歳
空
港
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
ツ
ア
ー
な
ど
の
体
験
も
あ
り
、
見
聞

を
広
め
、
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
の
で
き
た
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

自
転
車
の
乗
り
方
を
学
ぶ

�

士
幌
小
で
自
転
車
教
室

　

士
幌
小
学
校
で
４
月
14
日「
自
転
車

教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
教
育
の
一
環
と
し
て
新
年

度
が
始
ま
っ
た
こ
の
時
期
に
例
年
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
士
幌
駐
在
所
や

交
通
安
全
指
導
員
の
方
々
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
４
月
に
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
定

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
警
察
官
よ
り
自

転
車
の
安
全
利
用
や
交
通
事
故
防
止
な

ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、

学
校
周
辺
の
道
路
で
実
際
に
自
転
車
に

乗
っ
た
り
、
歩
い
た
り
す
る
中
で
、
自

転
車
の
乗
り
方
や
横
断
の
仕
方
、
交
通

ル
ー
ル
な
ど
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

と
食
べ
ら
れ
る
」「
給
食
が
楽
し
み
」な

ど
の
声
が
上
が
る
な
ど
、
初
め
て
の
給

食
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

士
幌
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

�

中
央
中
学
校
修
学
旅
行

　
中
央
中
学
校
の
修
学
旅
行
が
、
４
月

14
日
か
ら
16
日
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、

新
千
歳
空
港
・
函
館
・
洞
爺
湖
周
辺
を

見
学
地
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
函
館
市
内
で
の
自
主
研
修

で
は
、
函
館
駅
前
や
五
稜
郭
公
園
で
、

自
分
た
ち
で
作
成
し
た
士
幌
町
の
魅
力

を
発
信
す
る
動
画
を
閲
覧
で
き
る
二
次

元
コ
ー
ド
を
、
街
ゆ
く
人
た
ち
に
配
付

す
る
な
ど
、
士
幌
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

動
画
を
閲
覧
し
た
方
々
か
ら
は
、「
我
が

町
Ｐ
Ｒ
よ
か
っ
た
」「
士
幌
に
行
っ
て
み

た
い
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
士
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川
　
柳

・
中

ち
ゅ
う

２に

孫ま
ご

バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大だ

い

成せ
い

功こ
う�

和
田
　
節
子

・
母
の
日
に
ぎ
ょ
う
ざ
を
包
む
６
つ
の
手�

小
野
寺
　
僚

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
本
通
の
高
橋
咲
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
夏
海
さ

ん
か
ら
咲
さ
ん
へ
一
言
。「
い
つ
も
一
緒
に
飲
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
→

◆
今
、
何
を
し
て
る
？

　

�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー（
農
家
の
人
が
い
な
い
と
き
の
牛
の
お
世

話
な
ど
）を
し
て
い
る
。

◆
今
の
仕
事
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　

�

酪
農
に
興
味
が
あ
り
神
戸
の
専
門
学
校
で
仕
事
を
知
っ
た
。

酪
農
や
る
な
ら
と
い
う
事
で
十
勝
へ
移
住
し
た
。

◆
趣
味
は
？

　
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
て
今
年
は
稚
内
に
行
っ
て
み
た
い
。

◆
休
み
の
日
の
過
ご
し
方
は
？

　
友
だ
ち
と
飲
む

◆
士
幌
町
の
好
き
な
所
は
？

　
人
が
み
ん
な
優
し
い
と
こ
ろ

◆
好
み
の
タ
イ
プ
は
？

　
一
緒
に
楽
し
く
飲
め
る
人
！

★
好す

き
な
こ
と

　

�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
リ
カ
ち
ゃ
ん
人に
ん

形ぎ
ょ
う

遊あ
そ

び
を
す
る
こ
と
。

小こ

道ど
う
具ぐ

も
作つ
く
っ
て
ま
す
！

　
ピ
ア
ノ

★
得と
く
意い

な
こ
と　
髪か
み
を
結む
す
ぶ
こ
と

★
最さ
い

近き
ん

嬉う
れ

し
か
っ
た
こ
と

　

�

マ
マ
に「
靴く
つ
を
揃そ
ろ
え
て
え
ら
い
ね
」っ
て
言い

わ
れ
た
こ
と

★
士し

幌ほ
ろ
の
好す

き
な
と
こ
ろ

　

�

自じ

分ぶ
ん

の
家い
え（

牧ぼ
く

場じ
ょ
う

）で
牛う
し

を
引ひ

っ
張ぱ

っ
て
歩あ
る

け
る
と
こ
ろ

★
将し
ょ
う

来ら
い
の
夢ゆ
め　
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル

★
今こ
と
し年

頑が
ん

張ば

り
た
い
こ
と　
苦に
が

手て

な
算さ
ん

数す
う

を
頑が
ん

張ば

り
た
い
！

新
生京き

ょ
う

谷た
に

　
夏な

つ

海み

　
さ
ん

士
幌
小
学
校
２
年

山や
ま

岸ぎ
し

　
芽め

生い

　
さ
ん

大
阪
出
身
の
明
る
い

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
！

大だ
い

自し

然ぜ
ん

で
育そ

だ

つ

�

プ
リ
ン
セ
ス

今こ
ん

月げ
つ

の

　
し
ほ
ろ
っ
子こ

俳
　
句

・
子こ

孫ま
ご

ら
と
桜

さ
く
ら

囲か
こ

ん
で
笑え

顔が
お

会�

和
田
　
節
女

・
深
緑
や
家
康
巡
り
東
海
路�

研
紀

・
掛
川
の
城
下
の
匂
い
新
茶
か
な�

研
紀

・
一
人
で
は
食
べ
き
れ
ぬ
程
蕗
煮
た
り�

水
音

・
鉄
線
花
隣
の
手
竹
を
奪
い
お
り�

水
音

短
　
歌

・
早
朝
に
ベ
ッ
ド
が
ゆ
れ
て
び
っ
く
り
の
し
ん
度
五
強
の
地
し
ん
に
お
ど
ろ
き
　�

�

�

清
水
　
さ
よ
子

・
午
前
５
時
ト
ラ
ク
タ
乗
っ
て
ラ
ジ
オ
つ
け
流
れ
来
る
曲「
モ
ー
ニ
ン
グ
ム
ー
ン
」�

�

�

真
人

・
肉
厚
の
原
木
し
い
た
け
噛
み
し
め
る
育
て
し
人
の
愛
に
じ
み
出
る�

三
木
　
悦
子

・
ど
こ
ま
で
も
澄
み
き
る
青
い
空
に
舞
う
真
白
き
コ
ブ
シ
士
幌
の
並
木�

汀
焉

・
い
そ
い
そ
と
あ
な
た
に
逢
い
に
特
養
へ
心
ほ
こ
ろ
び
ほ
ほ
笑
み
か
わ
す�

睦
子
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したしみ図書館（総合研修センター内　電話５－２２８１）【開館時間】10時00分〜18時00分まで
https://www.ik.licsre-saas.jp/shihoro/webopac/index.do

【児童書】
空から見る日本の名所えほん
� （PHP 研究所）
みんなが知りたい！ダムのひみつ
� （福手勤）
クラシック音楽への招待
� （飯田有抄）
あの子は一番� （朝比奈あすか）
どろぼう猫の宇宙会議（小手鞠るい）
がっこうのおばけずかん　おばけ
じゅぎょうさんかん� （斉藤洋）
エイダンをさがして
� （デイヴィッド・レヴィサン）
ゴーストライン（カチャ・ベ―レン）
ねずみくんの花ことば（上野紀子）
こいのぼりぐんぐーん
� （おおいじゅんこ）
いたずらからす�（さとうわきこ）
どうどうどうどうどうぶつえん
� （高畠純）

【一般書】
たびたび� （さくらももこ）
小学生のお弁当� （新谷友里江）
はじめての切り花ガイド（内藤育子）
飼い鳥困りごと解決事典（細川博昭）
キッチンに住みたい　1
� （サトウユカ）
詩人 S� （谷川俊太郎）
豆は煮えたか� （朝井まかて）
ノーメイク鑑定士� （石田夏穂）
白と黒のソナタ�（宇佐美まこと）
ふつうの家族� （辻堂ゆめ）
吸血鬼� （遠野遥）
ハングマン鵜匠殺し�（中山七里）
すべてが円くなるように（原田マハ）
天領の鷹　上・下� （村木嵐）
誓いの証言� （柚月裕子）
マリコは国宝を観た！！�（林真理子）
トロイの女たち
� （パット・バーカー）

★わたしの日々が、言葉になるまで
� （町田そのこ）
　自分の気持ちがモヤモ
ヤしているときの対処法
は？誤解されるのが怖く
て言えないときは？読ん
でもらえる文章にするコ
ツは？町田そのこが言語
化に関する57の悩みに答える。

★�頭のいい子がやっているすごいグラ
フの読み方　小学生から社会人まで
� （渡辺美智子）
　グラフを正しく読み取
る力は、デジタル社会で
生きる力を強くする ! グ
ラフの種類や読み方のコ
ツとともに、「何を比べ
ているのか」「基準はそ
ろっているか」「本当にそう言えるの
か」といった、考える視点を紹介する。

★★今月の休館日★★
2、 9、 16、 23、 30日
（毎週火曜日）

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
付
・
寄
贈

▼
み
ん
な
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

故
坂
本　
益
吉
氏
ご
親
族�

10
万
円

▼
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
町
長
が
必

要
と
認
め
る
事
業

山
田　
和
宏
さ
ん�

20
万
円

石
塚　
寛
龍
さ
ん�

20
万
円

野
村　
義
博
さ
ん�

10
万
円

《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

▼
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
つ
く
る
事
業

株
式
会
社
Ｎ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー（
上
士
幌
町
）

Ａｎ
ｋｅ
ｒ
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
・
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー６月
日にち 行　　　　　　　事 場所

1 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

2 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:30～11:30 スマイル教室 認定こ
13:00～16:00 よすが子育て相談 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと タウン

3 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
受付時間は個別通知 パパママ教室 保セ

4 ㊍☆ 9:30～11:30 なかよくあそぼ 中児
受付時間は個別通知 もぐもぐ教室 保セ

5 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
9:00～11:30 赤ちゃん相談（要予約） 福セ

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
6 土
7 日

8 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

9 ㊋
☆10:00～11:00 かぼちゃの日 中児
☆10:00～11:30 キッズ・クラブ 認定こ
13:00～16:00 よすが子育て相談 保セ

10 ㊌☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

11 ㊍ ☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

12 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
13 土
14 日

15 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと 中士幌
13:30～15:30 認知症カフェ もりくま

日にち 行　　　　　　　事 場所

16 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～16:00 よすが子育て相談 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと タウン

17 ㊌☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～10:10 受付 むし歯予防教室 保セ

18 ㊍ ☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
受付時間は個別通知 乳児健診 保セ

19 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆ 9:30～11:30 おひさまの日 認定こ
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
20 土
21 日

22 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）

23 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～16:00 よすが子育て相談 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

24 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

25 ㊍ ☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

26 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（BCG・麻しん風しん混合）
27 土 ☆11:00～14:00 こどもまつり 遊〜遊〜村
28 日

29 ㊊
9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ

☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

30 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～16:00 よすが子育て相談 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
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※�子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象です。また、キッズ ･クラブは予約制です。☆印のお問い合わ
せや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－２１８８）にご相談ください。

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院

タウン→タウンプラザ
中士幌→中士幌地区公民館
もりくま→みんなのもりのくまさん
遊〜遊〜村→遊〜遊〜村

【凡　例】
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